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量子の本質的な確率性から, 量子系の測定では多数回の測定結果に基づく統計的推定が必要

になる. しかし, 最も精度のよい測定は未知の測定対象そのものに依存する. このような問題に

対し, 毎回の測定毎に測定方法を最適化させる適応量子状態推定[1]が提唱され, その最適性が数

学的に示された[2]. 我々は光子の直線偏光[3]や 1qubit の偏光状態[4]に対してこれを実験的に実

証し, さらに最近, 時間的に変化する量子状態に拡張した連続適応量子状態推定[5]を提案しその

実証を行った. これらの研究では、光源に微弱なレーザー光などが用いられてきたが，適応的な

推定手法を単一発光体から放出された光子の偏光状態へ応用できれば，双極子の向きの変化など

を高い精度で推定できるようになる. 今回, 単一発光体である六方晶窒化ホウ素の単一欠陥に対

して, 適応量子状態推定, 連続適応量子状態推定による偏光推定を実現したので報告する. 

図 1 に用いた実験系を示す. 共焦点系では, 波長 532nm のレーザー光を対物レンズで集光し, 

サンプルを励起させ蛍光を発生させた. このとき, サンプルは動かさずに蛍光の偏光は時間的に

一定となるようにした. 適応量子状態推定測定系では, 光子検出器 D0 か D1 のどちらで光子が

検出されたかの検出結果に基づき，尤度関数を計算して最適な測定基底となるよう液晶リターダ

と 1/2 波長板を制御した. 蛍光の偏光に対して適応量子状態推定を行った結果, 推定値が事前に

測定したストークスパラメータから算出された偏光角度と一致し, その分散がクラメールラオ

限界に到達することを確認した. また, 蛍光の偏光を波長板で回すことで疑似的にサンプルの回

転運動を再現させた入力状態に対して連続適応量子状態推定を行った結果, その入力状態の変

化に追随して推定値が変化し, その分散がク

ラメールラオ限界に到達したことを確認した. 

講演では, 詳細について報告する予定である. 
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Fig.1 Experimental setup 
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